
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

等

に

関

指

導

監

査

室

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

人

事

委

員

会

】

○

令

和

元

年

度

岡

山

県

職

員

Ａ

採

用

試

験

の

実

施

人

事

委

員

会

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
七
号

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則

平
成
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
四
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
、
第
四
十
六
条
第
一
項
」
を
削
り

「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し

、

く
は
第
百
七
条
第
一
項

を
加
え

第
七
十
九
条
の
二
第
一
項

を

若
し
く
は

に
改
め

第

」

、「
、

、
」

「

」

、「

九
十
四
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
百
八
条
第
一
項
」
を
加
え

「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

、

事
業
者
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
介
護
保
険
施
設
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
）
指
定

・
許
可
（
更
新
）
申
請
書
（
様
式
第
一
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

）

第
二
条
の
二
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
指
定
変
更
申
請
書
（
様
式
第
一
号
の
二

」
を

）

「
知
事
が
別
に
定
め
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
指
定
を
不
要
と
す
る
旨
の
申
出
書
（
様
式
第
二
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
申
出

）

書
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
第
八
十
二
条
第
一
項
」
を
削
り

「
第
九
十
九
条
第
一
項

」
を
「
第
九
十

、

、

九
条
第
一
項
、
第
百
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
」
に

「
変
更
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
変
更
届
出
書

、

（
様
式
第
三
号
）
に
、
再
開
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
再
開
届
出
書
（
様
式
第
三
号
の
二

」
を
「
知

）

事
が
別
に
定
め
る
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
、
同
条
第

「
、

」

、「

」

「
、

」

三
項
中

第
八
十
二
条
第
二
項

を
削
り

若
し
く
は

を

第
百
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は

に

「
廃
止
（
休
止
）
届
出
書
（
様
式
第
四
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
届
出
書
」
に
改
め
る
。

、

）

「

（

）
」

「

」

。

第
五
条
中

指
定
辞
退
申
出
書

様
式
第
五
号

を

知
事
が
別
に
定
め
る
申
出
書

に
改
め
る

第
六
条
の
見
出
し
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
及
び
介
護
医
療
院
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
百
七
条
第
二
項
の
規
定
」
に

「
介
護
老
人
保
健
施
設
開
設
許
可
事
項

、

変
更
許
可
申
請
書
（
様
式
第
六
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

）

第
七
条
の
見
出
し
中
「
の
管
理
者
」
を
「
及
び
介
護
医
療
院
の
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
百
九
条
の
規
定
」
に

「
介
護
老
人
保
健
施
設
管
理
者
承
認
申
請
書
（
様
式

、
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第
七
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

）

第
八
条
の
見
出
し
中

介
護
老
人
保
健
施
設

の
下
に

及
び
介
護
医
療
院

を
加
え

同
条
中

の

「

」

「

」

、

「

規
定
」
を
「
又
は
第
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
」
に

「
介
護
老
人
保
健
施
設
広
告
事
項
許
可

、

申
請
書
（
様
式
第
八
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

）

第
九
条
第
一
項
中
「
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
指
定
変
更
申
請
書
（
様
式
第
九
号

」
を
「
知
事

）

が
別
に
定
め
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
」
を
削
る
。

第
十
条
中
「
、
第
八
十
五
条
」
を
削
り

「
第
百
四
条
の
二

」
を
「
第
百
四
条
の
二
、
第
百
十
四

、

、

条
の
七
若
し
く
は
」
に
改
め

「
、
第
百
三
十
三
条
の
二
各
号
」
を
削
り

「
第
百
三
十
七
条
の
二
各

、

、

号

」
を
「
第
百
三
十
七
条
の
二
各
号
、
第
百
四
十
条
の
二
の
三
各
号
若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

、第
十
二
条
第
一
項
中
「
業
務
管
理
体
制
届
出
書
（
様
式
第
十
号

」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
届
出

）

書

に
改
め

同
条
第
二
項
中

業
務
管
理
体
制
届
出
事
項
変
更
届
出
書

様
式
第
十
一
号

を

知

」

、

「

（

）
」

「

事
が
別
に
定
め
る
届
出
書
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

児
島
聖
康
病
院

２

所
在
地

倉
敷
市
児
島
下
の
町
一
〇

三
七
四

－

二

認
定
年
月
日

令
和
元
年
九
月
十
四
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
四
年
九
月
十
三
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
北
区
楢
津
字
割
岩
三
二
八
六
の
二
、
三
二
八
六
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
用
地
と
す
る
た
め
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

笠
岡
市
神
島
外
浦
字
大
道
池
上
三
八
一
〇
の
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

中
西
川
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

久
米
郡
美
咲
町
中
字
向
津
川
田
八
四
八
番
二
地

新

一
三
五
・
〇

先
か
ら

一
〇
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
中
字
向
津
川
田
八
六
五
番
一
地

一
九
・
五

先
ま
で

久
米
郡
美
咲
町
中
字
向
津
川
田
八
四
八
番
二
地

旧

一
三
五
・
〇

先
か
ら

八
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
中
字
向
津
川
田
八
六
五
番
一
地

一
二
・
五

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

中
西
川
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

久
米
郡
美
咲
町
里
字
槙
ヶ
乢
一
四
三
〇
番
一
〇

新

四
五
〇
・
〇

地
先
か
ら

四
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
里
字
山
手
山
一
五
一
六
番
一
地

三
〇
・
〇

先
ま
で

久
米
郡
美
咲
町
里
字
槙
ヶ
乢
一
四
三
〇
番
一
〇

旧

四
五
〇
・
〇

地
先
か
ら

四
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
里
字
山
手
山
一
五
一
六
番
一
地

一
五
・
〇

先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

中
西
川
線

久
米
郡
美
咲
町
中
字
向
津
川
田
八
四
八
番
二
地
先
か

令
和
元
年
九

ら

月
十
七
日

久
米
郡
美
咲
町
中
字
向
津
川
田
八
六
五
番
一
地
先
ま

で久
米
郡
美
咲
町
里
字
槙
ヶ
乢
一
四
三
〇
番
一
〇
地
先

か
ら

久
米
郡
美
咲
町
里
字
山
手
山
一
五
一
六
番
一
地
先
ま

で
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
十
号

令
和
元
年
度
岡
山
県
職
員
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
元
年
九
月
十
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試
験
区
分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

土

木

五
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管

理
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

電

気

三
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
出
先
事
務
所
等
）
又
は
企
業
局
（
本
局
、

、

）

、

発
電
総
合
管
理
事
務
所

工
業
用
水
道
事
務
所
等

に
お
い
て

電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
に
関
す
る
企
画
、
設
計
及
び
施
工
管

理
並
び
に
電
気
設
備
、
通
信
設
備
等
の
運
転
、
保
守
管
理
等
の

専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。
な
お
、
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は
、

深
夜
勤
務
、
交
替
制
勤
務
等
の
変
則
的
な
勤
務
を
伴
う
場
合
が

あ
る
。

二

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(1)

平
成
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(2)

（

）

（

。
）

ア

学
校
教
育
法

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

に
よ
る
大
学

短
期
大
学
を
除
く

を
卒
業
し
た
者
又
は
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

イ

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)
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地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)

試
験
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

専
門
試
験

(2)

試
験
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
出
題
分
野
か
ら
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

試
験
区
分

出

題

分

野

土

木

数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土
質
工
学
、
測
量
、
都
市
計
画
、
土
木
計

画
、
材
料
・
施
工
等

電

気

数
学
・
物
理
、
電
磁
気
学
・
電
気
回
路
、
電
気
計
測
・
制
御
、
電
気
機
器
・
電
力

工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
・
通
信
工
学
等

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

第
一
次
個
別
面
接
及
び
第
二
次
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

な
お
、
第
一
次
個
別
面
接
に
お
い
て
、
一
定
の
基
準
に
達
し
な
い
場
合
は
、
第
二
次
個
別
面
接

を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験
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試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
元
年
十
一
月
三
日
（
日
曜
日
）

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

岡
山
県
庁
分
庁
舎

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
元
年
十
一
月
二
十
日
（
水
曜
日
）
及
び

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

同
年
十
二
月
七
日
（
土
曜
日
）

岡
山
県
庁
分
庁
舎

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

令
和
元
年
十
一
月
十
三
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

一

次

試

験

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日
（
金
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第

二

次

試

験

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿

(2)
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命
権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則

と
し
て
、
令
和
二
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
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２

給
与平

成
三
十
一
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
九
三
、
一
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

令
和
元
年
九
月
十
七
日

火
曜
日

か
ら
同
年
十
月
十
六
日

水

、

（

）

（

曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
受
験
申
込
み
を
行
う
こ
と
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
案
内
は
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
み
の
入
力
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
み
の
入
力
事
項
等

４

六
１
(1)

に
虚
偽
の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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